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追記：  

以下はインタビューから約 10年後の状況です。 

今年で 82歳。蔵前技術上会も理科教室も時折顔を出すだけになりましたが、技術コンサルタン

トまだ細々と続けています。しかし、主な活動はボランティアとして続けている webサイト「計装

プラザ」のみとなりました。 

 

いま振り返ると 70台は体力もあり、夫婦で書評の会、民謡踊りの会、高齢者の社交クラブに参加

するなど、目一杯生活を楽しみました。学生時代からの趣味であったアマチュア無線局 JA1DSR

を再び開局したり、大きなＧゲージ鉄道模型を買ったのも 70台半ばです。 

 

 状況が暗転したのは 80 歳の骨折事故で

す。11 月 3 日自転車で急な坂を登ってい

ました。 

ところが脚が弱っていて途中でストッ

プ！ 横倒しになり下敷きになった左脚の

大腿骨が折れました。救急車で近くの病院

に搬送されましたが、あいにく文化の日の

連休で医者もスタッフも集まらず、三日待

ってやっと手術を受けました。 

 

 幸い手術はうまく行ったものの、その後のリハ

ビリが大変です。80にもなって、まるで赤ん坊の

ようにゼロから歩き方を習うとは予想もしません

でした。やっと歩行器につかまり立ちして数歩歩

けるようになると、リハビリ専門病院に転院し連

日歩行訓練です。二ヶ月あまりで自宅に戻れまし

たが、自力で家の外に出られたのは翌年の 3 月で

す。その間に誕生日が過ぎたので満 81歳になりま

7５歳頃、技術士会のパーティーにて 

リハビリ歩行器具 



した。今ではステッキ片手に毎日数千歩歩いていますが事故の後体力がめっきり落ちました。

長い時間歩けず行動半径は半分以下になりました。それでも事故で頭を打たなかったのは幸

運と考え、無理をせず生きて行こうと思う昨今です。 

（201９年 4月） 




